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学習会報告 
 

 さる 2017 年 3 月 1 日（水）17 時 15 分より大学 C1-202 教室において、組合教文部主催（道私大教連

後援）の今年度 2 回目の学習会「誰にでも起こりうるスラップ訴訟問題を考えよう−−学問・研究・表現

の自由と大学の自治の関連で考える」が、講師に野中郁江さん（明治大学商学部教授、前日本私大教連執

行委員長）をお迎えして行われました。 

 野中さんは経営分析、会計学がご専門で、証券市場の透明性と健全な企業経営を担保するために何重

にも整備されている規制システムは果たして機能しているのか、その現状と課題を明らかにするために

「昭和ゴム事件」を取り上げた論文「不公正ファイナンスと昭和ゴム事件」を、雑誌『経済』に発表しま

した。この論文と東京都労働委員会に提出された鑑定意見書「アジア・パートナーシップ・ファンド（APF）

がもたらした昭和ゴムの経営困難について」が名誉毀損に当たるとして、昭和ゴムを支配するアジア・パ

ートナーシップ・ファンド（APF）の傘下にある昭和ホールデングの経営陣・此下兄弟らによって訴えら
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れたのです。 

 お話は、昭和ゴム事件の概要（APF は架空増資の疑いがもたれた 12.5 億円の増資によって昭和ゴムを

支配し、自身のグループ企業に約 30 億円を還流させ返済が危ぶまれた）、名誉毀損の免責法理（始めか

ら“免責”の是非が検討される不条理！）、裁判の経過（5,500 万円という巨額な賠償請求、真実性を争

わない原告、2015 年 7 月最高裁が上告を棄却し被告の勝訴確定）、反訴の困難性（原告が恫喝を目的に

裁判を起こしたことの立証が難しい）、現在の状況（APF はなおも昭和ゴムを支配し、組合と支援者が株

主代表訴訟による闘いを続けている）と。 

 学習会はご本人のお人柄が現れた軽妙かつ真摯な語り口で進んでいきました。この学習会には、学園

職員に加えて近年の酪農学園の状況を憂う卒業生、OB 職員、私大教連関係者も駆けつけ、総勢 30 数名

の参加者がありましたが、最後に野中さんとの間で熱心な質疑応答がなされました（その後の交流会で

は和やかな懇談が行われました）。 

 

 今回の学習会（質疑応答）では、以下のことが明らかになったと思われます。 

◯世の中には想像を絶するようなことをする人がいる。 

◯SLAPP （Strategic Lawsuit Against Public Participation ）訴訟は、原告の名誉回復、真実の解明な

どは度外視して、人々の意見表明・社会的行動を萎縮させることを狙って引き起こされる。原告敗訴で

あっても、その狙いは達成されてしまう。 

◯スラップは思想・信条の自由、表現・言論の自由、教育・研究の自由を脅かす。このような目論見は、

市民、構成員・組合などが一致団結して阻止しなければならない。 

◯酪農学園元常務が大学選出評議員6名を相手に起こした名誉毀損訴訟も、公訴時効ギリギリでの提訴、

学園の顧問弁護士が原告代理人を務めた点などから見て、黒幕の意を体したスラップである可能性が

高い。 

◯酪農学園の民主的運営を求め「三愛精神を憂う」を評議員会に出した大学選出評議員 6 名が裁判は自

己責任的要素があると言わんばかりに訴えられた。このようなスラップは仕掛けられた当人達だけの

問題ではなく、その組織集団全体を萎縮させ、活力を奪うことを狙ったものであり、構成員全体の問題

になった。 

 

 スラップによる恫喝は、教育・研究活動や日常的な業務遂行を通して誰の身にも降りかかり得ます。建

設的な話し合いで間違いを正す、あるいは誤解を解いていく職場文化・教育風土を築き上げていくこと

は、学生生徒を含めて私たち全員が心がけて行かなければならないということ、その文化・風土づくりに

貢献することも組合の使命であることなどを明らかにした学習会でもありました。 

このように、学習会（交流会）は盛会のうちに幕を下ろすことができました。ご参集してくださったみ

なさまに厚くお礼申し上げます。 

 当日の配布資料をご希望の方は、組合事務所までご連絡ください。 

 《職員組合》にご加入ください！ 詳細はお気軽に組合員に声をおかけください！ 
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